
曳山を彩る絵師たちⅤ
〈 長 浜 市 曳 山 博 物 館 　 企 画 展 〉

長浜曳山祭の曳山「壽山」の舞台障子腰襖を描いた画家

開館時間　９時～１７時（入館は１６時３０分まで）
休  館  日　会期中無休
会 　　場　長浜市曳山博物館（長浜市元浜町14-8）
主 　　催　公益財団法人長浜曳山文化協会

東下り図 （部分）　
個人蔵

壽山舞台障子腰襖「柘榴小禽図」　大手町組壽山蔵

872020 （木・祝）～年 月 日 月 日（月）3123



曳山の展示 猩々丸　　・ 月宮殿
しょうじょうまる げっきゅうでん

実物の曳山をご覧いただけます

　壽山の舞台障子腰襖を彩る《柘榴小禽図》を制作した杉沢
春厓（すぎさわしゅんがい・1829～？）は、江戸時代後期から明
治時代にかけて湖北・長浜で活躍した画人です。春厓は、坂田
郡下之郷村安福寺（しものごうむらあぶくじ・現：長浜市下之郷
東町）出身で、明治５年（1872）以降に長浜片町（大宮町）に
移住したと考えられています。絵の手ほどきをうけた師について
は分かっていませんが、現存する春厓の作品からは、大和絵風
から四条派風まで、幅広い画技を持っていたことが分かります。
　本展では、今まで展覧会に出陳されることのなかった作品も
含めた展示を通して、春厓の画業の一端を紐解き、その多彩な
画技を紹介します。

壽山舞台障子腰襖 「柘榴小禽図」　
大手町組壽山蔵

冬景図 (四季山水図のうち１幅）
長浜城歴史博物館蔵

鯉図
個人蔵

秋景図 （春秋図のうち）
下之郷東町自治会蔵

大黒天図
長浜城歴史博物館蔵


